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梶 尾 克 彦
 STUDIES ON GLYCOPROTEIN IN THE FLUIDS OF THE MALE 
             ACCESSORY SEXUAL ORGANS 
Part II Mucopolysaccharides in the Prostatic Fluid and Effect of Administration 
                         of Various Hormones 
                          Katsuhiko KA JI O 0
       From the Department of Urology, Hiroshima University, School of Medicine 
 (Director  : Prof. T. Kato,  M. D.)
   Using Huggins' dog, studies were carried out on effect of administration of various 
hormones on mucopolysaccharide (MPS) content in the prostatic fluid measured by Boas' 
method. 
   1. MPS content in the prostatic fluid of normal dog ranged between 133 and 197  7/d1. 
   2. Following testosterone propionate administration, MPS content increased, although 
different dosage of the drug with daily amounts of 5 mg, 10 mg or 20 mg made no much 
difference of its effect on MPS. 
   3. Following estradiol benzoate administration, MPS content begun to decrease from 
the  5th day. Returning of MPS level was observed around 15 days after discontinuance of 
the drug administration. 
   4. The MPS content also decreased following administration of mixture of male and 
female sexual hormones  (20  :  1). 
   5. In the group given gonadotropic hormone, the MPS level fairly increased during 
administration, and gradually decreased after cessation of the drug. The effect of hormones 
was larger in the order of HCG, PMS and Gonasteron. 
   6. During administration of ACTH, the MPS level tended to elevate. The increasing 
rate of MPS was larger than that of mucoprotein. No significant change was observed 
with administration of hydrocorticosterone. 
   7. In the group given prolactin, the MPS content showed either some increase or no 
change. 
   8. No significant alteration on MPS content was seen following administration of thyroid 
hormone or antithyroid drug. 
   9. MPS content in prostatic fluid of castrated dog showed a prompt decrease, and a 
replacement therapy with male sexual hormone resulted a returning of MPS content, 
although the dosage of around 10 mg did not make a rise about the control level.
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測定を行なった ので以下報告 す る.
緒 言 実
験 方 法
ム コ多糖体 は核 酸,蛋 白質,脂 肪 とな らんで
生体 を構成 す る必須高分子組織 の_つ で,ウ ロ1・ 実験動物=体 重9～20kgの雄成熟犬を使用し
ン酸,ア ミノ糖 お よび_部 硫酸 よ りなる高分子 た・
2.使 用したホルモソ剤(以 下ホと略す)男性ホ:化合物
で生体 内に於 いて少量の蛋白質 と結合 しT estosteronepropionate(Tp),女性ホ:Estradio1
て存在 す る・由来 ムコ多糖 体 の存在及 び生理 的benzoate(Eb),性腺剰戟ホ;HCG(Gonatropin),
意義 は極 めて多種 多様 で軟骨 の構成組材24[・結PMS(Serotropin),Gonasteron,下垂体副腎皮質
合織線維 の構 成成 分 として49},又塩類 の代謝 に ホ.ACTH,Hydrocortic。ster。neacetate(HC),
も関与 し更 に血液 の凝 固76}や血液型物質52}としProlactin,蛋白同化ホ=4-CITA,甲状腺ホ=甲状
て も重要 な役割 を 占めてい る.腺 末Methylmercaptoimidaz。1(MMI).
一般 に結合織 の構成 々分 としてはFibroblast3 .前立腺痕犬の作成および分泌液採取法,Huggins
をは じめ とす る細胞成分 と,線 維蛋 白(Colla一 による前立腺痩犬を作成し,塩酸ピロヵルピソ10mg
gen,Elastin,Reticulin)とこれを包埋す る無 静注後60分間分泌液の採取を行なつた・
構造 の線維 間質か らな り,こ の中Collagenは4・MPS測 定法
生体 内線維 の大部分 を 占めその形 成過程についBoas7)のHexosamin測 定法に従つて行なう・
ての研究 はあ まり行 なわれていないが,そ の測 分泌液を高圧加熱・加水分解し・加水分解中のアミ
ノ糖を酸性イオソ交換樹脂Dowex50によつて吸着定
に関 しては多 くの場合組織化学 的に 行 な わ
.処 理し,これをアセチルアセ トソと縮合させてピ目一れ
・又化学的VaはHyd「oxyp「olinの定量 で行 ル講 体を微 し,さ らにP.ジ.チ.ル ァ,ノベソ
なってい る・一方細胞 間質 の主成分 と し て は ズアルデハイドと縮合させて着色生成物を作る.これ
Hexosamin・Glucronicacidを構成 々分 とす る をL一グルコサ ミンによる標準曲線 と対比して被験液
Acidmucopolysaccharideが見 られ その増殖 中のHexosaminの量を求めた.
にさい しては まず結合織 中のム コ多糖体 の増 加5.ホ 使用法および投与法(第1編 において詳述し
が認 め られ,つ いで結合織線維 の増殖が続行 す たので略す).
る事がDunphyi5),Slack72}等の報告 に より知 実 験 成 績
られ,又 結合織 の疾患 に際 しム コ多糖体 の異常
を見 る事が 明 らか にされ ている.1・ 無処置群
対照犬において測定した前立腺分泌中のMPSは 最一方泌尿器科領域に於け る結合織 の異常 を見
高197γ/d1,最低133γ/d1と少L,ばか りの幅を認め
る前立腺肥大症に関す る発生病理・組織学的検 た.しかし分泌量の多少による比例的な増減は認めら
索は多 く見 られ・ これに関す るムコ多糖体 の研 れなかつた.
究 もArcadiを は じめ可成 りの報告が あるが2.男 性ホ投与群
前 立腺分泌液 に関す る報告は見 られない.Tp5mg,10mg,20mg毎 日連続投与
前 立腺のホルモ ソ依存性に関 してはHunter第1,2,3表 の如 くいずれも投与後5日 目にやや増
以来 数多 くの文献 があ り,泌 尿器科 に於 ては前 加し・投与中漸増の傾向を呈し10日目に最高値例を見
立腺 の疾病であ る肥大症,癌 に対 す る治療法 と るも殆んど中止前に最高値を示し・中止により漸減す
しての性 ホルモ ソ又は他種 ホルモ ンを使用す る るもなおTPの 効果の持続を呈し・中止後10日ないし
灘 熱 繍 簾 欝讐讐難 繍 灘 声　
'すものであ るが・著者は前編に引続 き前立腺肥EbO .03mg2日間隔投与
大症 の線維形 成に関す る生化学的研究及 び諸種 第4表 の如く投与後5日 目に急激に低下し,35%前
ホルモ ソの影響を見 るた め 前 立 腺 分 泌 液 中 後の減少率を示し投与中はなお徐々に減少の傾向を呈
Mucopolysaccharide(以下MPSと 略す)の し,中止後もなお長期間抑制された値が持続し,中止
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第1表Tp5mg投 与群




・ 罷 皇 認118,698;?8,llgJ99918511
第2表Tp10mg投 与群






犬翻1対 剛 ・ 日1・ 日15… 日 中止後・日1・ 日15日
・ 罷 皇1驚Il勇1?1ξ1言;18;lll?胡 混
1・ 罷 皇999}?II,9?呂1子991,9999991sgと?9
11擁 皇171}?111到,ll9,911911111111
MPS165170221253238194118317・'2分 泌 量 ・
.36・38・915・ ・16・513・ ・11・ ・25・ ・




第5表 の如 く一般に5日 目にすでに低値を認め,以 の種類によるホ効果はHCG・PMS・Gonaste「onの
後投与中漸減し中止後も可成 り長期間にわた りホ効果 順に影響力が減少する様に思われた・
の持続を示し中止後5日 目まで減少の傾向を呈し,106・Tp+PMS投 与群
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第4表Eb投 与群
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第12表Prolactin投与群
犬翻1対 照 ・ 日1・ 日115日 ・・ 日 睡 後・日1・ 日115日
38罷 皇 飛Ill多lll}lllgll8111111
39罷 皇ligllgl19118,ll8,61116i;lll
・・ 罷 皇IZIS7glgll,ll9,17§,119gg .199
}
第13表4-ClTA投与群






旙 号1対 劇 ・ 日1・ 日115日1・ ・ 日 中止後・日1・ 日1・ ・ 日
45罷 皇91>9111%919欝 要lllllll
46罷 皇iglgl2471119911191191191
・・ 罷 皇 認9%1?9器9?ζ4?llfl591
第15表MMI投与群




犬翻 去勢前対照去勢後対照1・ 則1・ 日115則 ・・ 日1中止後・日i1・・




たが全般にホ投与による影響は認められなかつた.ルPン 酸お よび コソ ドロイチン硫酸B,ヘ パ リ
H』去勢犬 チ ン硫酸 は 増加 す るが 全体 として のMPSの
犬において除聖術を施行すると5日ないし10日にお 量は年 令 による有意 の差を見なかった と報告 し
いて前立腺分泌液の減少あるいは廃絶を見る・この期 てい る.又 雑賀67)は前 立腺組織中 のMPSを
間におけるMPSの 変化はEb類 似の変化を示し5測 定 し青年 に於け る前立腺組織に比 し老人殊 に
日目にまでに対照に比し可成 りの低値を認める・ 肥大前立腺組織中 のMPSが 著 し く多い事を認
1・Tp10mg蜘 連微 与
一 めて・、る.搬 に前立腺騰 中 のMPS囎 し
投鷺 機 灘 罐 盤鰯 撫 謂 瀧 を示す・云われ・伊麹 測芒・た皮膚
の値や 肉芽組織に於け るよ り局値を爪 し,マ ウ照値に比し類似
のあるいはそれ以下の値を認めた.中
止後5日 目にやや増加を認めなおホ効果の持続を見る スの肝線維症 の値 よ り低値 を示す とされ・個 体
も10日目に急激な減少を示した.差 も少な い と云われ てい る・
男性 に於け る副性器 とされ る前立腺はホ依存
考按及び総括 性 の強い臓器 であ り,Huggins27)を始 めMo-
ore51).Price6i),Korenchevsky39).Weller80》.
結合織 の線維形成 に基質MPSの 関与す る事Pfeiffer,McEvan,Zondek,Wolf,Lacassagne
は古 くか ら知 られ てい る.結 合 織中に最 も広 く42}等 又我 国に於 ては中 山55}.亀甲等 に於 て前立
存在す るCollagenの測定は線維形成に関 し間 腺に対す るホ の影響を見た数多 くの報告が見 ら
質 の主成分 をなすHexosaminの測定 とともに れ るが,い つれ もラッ ト又 はマウスを用 いた も
重要な役 を演 ず るもの と考 え られて いる.高 橋 ので,前 立腺分泌液 に関す る報告 はHuggins,
77)等に よると肝Hexosamin量は傷害後5週 目Rosenkranz63}64)65),大野57}等と比較 的少 ない.
に最高に達 し,以 後漸 減 す る.こ れ に 対 し1 .男 性 ホ投与 に より性器お よび副性器 の縢
Hydroxyprolinは5週目以後 に 急速な増加 を 漫性 の肥大増殖 お よび機能充進が知 ら れ て い
見ると報 告 してい る.一 般に結合織 の異常 に よ る62)83)84)-Huggins25}26}27)29}等の研究に よると
り生ず る諸疾 患,動 脈硬化 症,膠 原病,肝 硬変 男性 ホ投与 によ り去勢犬 の前立腺 の大 きさな ら
症,前 立腺肥大症等 に於 ては 病変局所 にMPSび に分泌量が正常化 され る と報告 してい るが,
の異常を来 たす事 が明 らかに され,和 田83)はラ 亀 甲は これ に関 し去勢後副性器萎縮 の完成 した
ッ トを用いた実験 的肝硬変 発生 過程 に於 いても 時期か ら男性 ホの大量投与 によ り副性器萎縮 の
病変 の進行 とほぼ並行 して尿中MPSの 増加を 回復が見 られ た と報告 している.
見た と報告 してい る.そ の他結合織 の病変に よ 一方MPSの 男性 ホに よ る影 響 に つ い て
るもの として,糖尿病,Hurler病45)外科 的手術Ludwig47)は雄i鶏の鶏冠 は男性 ホで肥大 して,発
後81),妊娠時工5),悪性腫瘍50}等に於 て尿中MPS育 中は鶏冠 の結合織中MPSの 蓄積 が起 ると報
の異常 を見 る と報告 され てい る.告 してい る.従 っ て去勢に よ りMPSの 産生 は
又組織 内のMPSの 代謝 は年 令に より異な る 阻害 され る と云われ る.Boase)6}は生化学 的に
とされ,Layton4eは鶏胎盤 のMPSの 生成 能 鶏冠 の結合織中 のMPSは ピアル ロン酸 であ る
は発育 と共 に次第 に低下す る事 を明 らかに して 事を明 らかに し,既 に発達 した鶏冠 に対 しTp
いる.Boas8)はラッ トの皮下組織中 のHexo一 の投 与を行なった結果特別 な変化を示 さなかっ
saminは年令 の増加に より減少 してい る事 を認 た と報告 してい る.
め,又Kohmanは 尿中MPSは 小 児期 では成 著者 の実験に於 てはTp5～20mg投 与に よ
人に比 し高値 を示 し,年 令 と共 に増 し,ユ2～20る 影 響を見たが,殆 ん どの例に於いて投与後10
才では最 高値を示す と報 告 し て い る.一 方 日～15日で急激な増加を来た し,以 後漸増 し中
MeyerS・1は年令 に よる組織内MPSの 変化 を 止に より可成 りの速度 で減少 し約15日で処置前
各分画につい て調べた結果,大 動脈 組織中 ピア の値 を示 したが,投 与ホ の量に よる比例的 な増
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減は見 られ なか った.る.長 期 間にわた る性 腺刺 戟ホの欠乏に より睾
2.女 性ホ の長期間投与に よ りLacassagne丸 は既 に高度 の萎縮 に陥入 す ると性腺刺戟 ホに
等421はマ ウスを用 いた実験 で前立腺 中央部 の腺 対す る感受性 を喪失 す ると考 え られ る.又 ラッ
管上皮に扁平化生 を生 じ次 いで間質 の線維性増 ト下垂体捌 出後性腺刺 戟ホの投 与においてその
殖 を来た した と報告 し,Burrows等12}はマウ 反応 は別 出後 日数 の経過 す るとともに急速 に睾
スに女性 ホの長期間投与を行 ない前立腺肥大症 丸機能 の減退 を来 たす22)75).従って睾丸 に対 し
様 の変化を生 じた と述べ ている.又 亀 甲34,はラ 強 く支配 され ている前立腺 はその形態学的お よ
ッ トを用いて女性 ホの投与 を行 ない 重 量 の 減 び機能的変化 に於 いて下垂体¢睾丸 なる一連の
少,腺 上皮 の萎縮を来た した と報告 している.関 係 に依存的影響 を受 けてい る.
結 合織に対 す るEbの 影響は組織化学的方法Gonadotropinの 結 合織 に対 する作用 は直接
に より比較的古 くか ら知 られ ている.即 ち1938作 用 に よる ものではな く,睾 丸 を介 したもので
年Zuckerman等に よ り未 成熟短尾猿を用 い,あ ると考 え られ る.Spunt74}による とGonado-
Ebの 注射を行なった 結果性器皮膚中 のピアルtropinは 結合織基質 の 透過 性を 増加 させ ると
ロソ酸の含有量の増加を見,更 にそ の部 の皮膚 報告 し,Catchpolei4)はラッ トにGonadotropi塾
を胸 壁に移殖 して も同様 現象が認め られた と報 を投 与す る事に よ り卵巣 の間質 中に解重合の現
告 してい る.象 を生 じた と報告 している、又Ellis等16}によ
女 性ホ投与 に より性 器お よび副性器 に増大 し り下垂体別 出 ラッ トの肋軟骨中 コソ ド目イチソ
た ピアル ロン酸は水分 を吸収す ると云われ,従 硫酸 は減 少 し,成 長ホ投与 によ り再 び増加する
って ラッ トに女性ホを投与 した場合前立腺組 織 と報告 してい る.
の浮腫形成に よる前立腺の増大 が考 え られ る.著 者 の実験 成績に於 い てHCG投 与では5目
又Bostr6m,Odebladll}58)は家 兎子宮 内膜 間質 目よりやや増 加の傾 向を示 し15～20日目に最高
部 のMPSはEbに より促進 され る と述べ て 値 を示 し,中 止 に より急激 な低 値を示 しその後
い る.最 近Gresh&Gatchpole20)はEbの10日 目で処置前 の値 に近づ く.全 般 的にTp投
結合織に及ぼす作 用を組織化学 的に説明 し,大 与時 に比 しホの影響 に よるMPSの 増加率及び
動脈,肋 軟骨中 の硫酸化MPSの 生成 を阻害 す 効果持続期聞 がやや小 さい様に思われた.
ると報告 してお り,又BoasiS,は雄鶏冠 の肥大PMS投 与では一般 に5日 目より漸 次増大す
にMPSが 阻止 的に働 くとしてい る.そ の 後 る傾 向が あ り,15日目に最 高値 を示す例 も見 ら
Kvarstein等41)による とEbは コン ドロイチ ン れ るが他 は20日目に最 高値 を示 し,中 止 に より
硫酸Bの 生成 を阻害す る と云 うが性 ホが コソ ド 可成 りの速 さで減少 し15日目に処置前 の値 にな
ロイチン硫酸 やHexosaminの代謝 に如何 に影 るが なお それ以後 までホ効果 を示す例 も認 めら
響 す るか未だ充分 に解 明され ていな い.れ る.一 般 にム コ蛋 白に比 しホ効果がや や大 き
著者 の実験成績 に よる と5日 目に対照 の2/3く 持 続期間 も長 い様 に見受 け られ た.
と可成 りの減少を来た し以後やや減少 の傾向をGonasteron投 与 は全 般に於い て 投与中漸増
示 し,中 止後 もほぼ一定値を保 ち20日目よ り回 の傾 向を呈 し,15日,20目と夫 々最高値を示 し
復 の傾 向が あるが ムコ蛋白質 の変化に比 し減少 中止 によ り漸減 し10日後 に処置前 の値を示す.
率 も小 さ く又Ebの 効果持続 も短期 間の 様 に 前記3種 の性刺 ホを比較 した時,HCG,PMS,
思われた.Gonasteronの 順にホ効果 の影響が減少す る傾
3.性 腺刺戟ホ投与に於いて,男 子性機能は 向を見た.又 これ はム コ蛋 白の場合 も同様結果
間脳,下 垂体 並びに睾 丸の三者 が一 っのサ ーク が得 られた,
ルをな し相互 に影響 しあっては じめて完全 な機4.間 脳 と共に ホル モン環境 の中枢を なす下
能逐行 が期待 出来 るものであってそのサ ークル 垂体 は副腎,性 腺 と共に一連 の内分泌関係を有
の どれに障碍 が 生 じて も睾丸 機能 失調 を 生 ず し,腫 瘍 発生 あ るいは抑制に及ぼす効果 につい
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ては既に多 くの文献が見 られ最 近そ の傾 向 とし の他卵巣機能 を維持す る事が一般 に認 め られ て
ては腫瘍発生 に関 し下垂体機 能充進 は 促 進 的 いる.従 って産婦人科 的には多 くの研究 を見 る
に,減 退は抑制的 に作 用す るとしてい る32}46)も,雄 性動物 に於 ける意義 は不 明な点が多 くた
一方.正 常前立腺 に及ぼす影響 と し て 古 く だ前立腺 に直接作 用す るもの と想像 され ている
Smith等は下 垂体捌除に より去勢術 と 同 様 前 に過 ぎぬ.Sonnenberg73)は1311をラヅ トに投
立腺の萎縮 を来 たす事 を報 告 し,Huggins30}は与 した所雌 では卵巣 に雄 では前立腺 に多 く摂取
これをGonadotropinの消失に よる男性 ホ分泌 され た と報告 している.次 いでScott等68}は
停止の結果生 じた二 次的変 化で ある とし,Scott下 垂体別 出 ラッ ト前立腺 は無処置 ラッ トに比 し
等68)も去勢 お よび垂別 ラッ トで 同様 の成績 を報Tpの 感受性が弱 く,こ れにPLを 併用 する と
告 してい る28}60}前 立腺 の発育 が促進 され る とし,前 立腺 に対す
ACT且 は副腎皮 質を直接 支配す る 重要 な因 るPLの 関連性 を有 す る事 を認 めている19)こ
子であ り,前 立腺 に対 して もCorticoidの作 用 れ に対 しSegaloff69).Maddock等48)はPL単
と類似 してい ると考 え られ,加 藤33)はACTH独 投与 では前立腺重量及 び組織学的 に何 の見 る
投与に よる副腎皮質機能充進 と共 に前立腺機 能 べ き変 化 はなかった と述べ てい る.最 近浅野1)
の充進を認 めてい る.又 大野 はHugginsdogはPLは 男性ホ存 在下 に ラッ ト前立腺,精 嚢腺
に よる前 立腺分泌液 中酸 ホ ス フ ァ タ ー ゼ が の発育 を促進 させ,し か も投与量 に比例的 な関
ACTHに より著 しく増 大 され ると 報告 してい 係 を有す ると報告 してい る.
る.著 者 の実験 に於 いては投与 中やや増大 した例
一方,副 腎 皮質 ホの結合織に与 え る 影 響 は を見 るも一般 に投与量 に比 し無 関係 な増 減を繰
Selye70)がMPSの変 化 と適応症候群 の関係 に 返 し一定 の結 論を得 られなかった.
っ き注意を喚起 して以来多 くの報告 を見 るが,6.4-ClTAKochakian36}37⊃38)にょ り 男 性
Shetlar71}はラッ ト下垂体別 出を行 な うとMPSホ に体 内窒素蓄積作用 のあ る事が知 られ て 以
は減少す るが下垂 体が直接MPSの 産生を障碍 来,臨 床 的に これ を応 用'するた め 蛋 白 同 化
する ものではない事 を示 し,Weimer79}も下垂Steroidの 登場を来た した もので,こ れは蛋 白
体副腎系ホがMPSと 直接 には対応 しない と述 同化作 用の他 に副性器 の発育肥大作用,副 腎皮
べてい る.Boasg〕もこれ に関 しては同一見解 を 質機 能抑 制作用等が認め られてい る.一 般 に
もってい るが,一 方Kelley3s)はMPSが副腎4-CITAの 男性 ホ作用 はTpの5%に 過 ぎな
の支配下 にあ る事 を示唆 しLayton43⊃はHC投 い とされ56}.その簡易測定法 として精嚢腺前立
与によ りコソ ドロイチ ソ硫 酸の合製 を抑制 し組 腺重量 の測定法,上 肛 門挙筋法等がHerschhe一
織増殖を抑制す る とともにMPSの 減少を来たrger等23}に よ り行なわれ,又 赤須2}は4-CITA
す とし,Bollet等10)もHC投与は 肉芽組織 の 投与 に より肛 門挙筋 の増大を指摘 し,尿 中17一
発育 を阻害す る と述ぺ てい る.又Kushner4。)OHCSの 著明 な減少 を認 め,こ れ を男性 ホ作 用
はACTHの 注射 によ りMPSの 増 加を来たす に よる副腎皮質機能抑制 に よる もの と考 えた.
と報告 している.一 方斉藤等66版ラッ トを用 いた実験 に於 いて副
著者 の実験 に於 いてはACTH投 与 の場合 ホ 腎 に萎縮 は見 られず,副 性器 の重量 の変化 もあ
投与期間中全般的 に漸増 の傾 向を示 し,中 止 に ま り著明 に見 られ なかった と報告 している.又
より10～15日目に処置前 の値 を示 した.前 立腺に多少 とも直接作用 する もの として蛋 白
HC投 与 の場合やや増加 を見 るも全 般的に有 同化 ホ投与 を行 ない前立腺分泌液 の増 加を呈 し
意の変動を見 なかっ た.た との報告 も見 られ る.
5.Prolactin(PLと略 す)は 偽妊 の兎を去 著者 の実験 においては投与対 照値 に比 して高
勢 し前葉物質を作用 させ る事 に より活溌 な る乳 値 を示すがTpに 比 し漸増 す る傾 向を示 さず可
汁分泌を起 こさせ る事 に より発 見 されたが,こ 成 り早い時期 に高値 を示 し以後増減 を繰 返 し,
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中止により漸減し1Q日藏に処巖前の値を示す3.女 性ホ投与群は5H目 に可成 りの減少傾
ム謙蛋白に比 し類似の変化を見るも影響力がや 向を示 し,中止後 も抑制 された値が持続するも
や大き'い様に思われた.15日 目よりやや回復の傾向を示すに至 る.ムコ
7甲 状腺 と前立腺 の 関 係 に つ い て は,蛋 白に比 しホ効果の影響がやや弱い様に思われ
Pfister59},Haverer等の葡立膿麗大症に閥する た・
報儀があ り,又前立腺重量に及ぼす影響につい4.男,女 性ホ20:1混合投与群では5日 目
ての文献を見るも13)21}49〕,いずれも一定した見 にやや低下を来たし・以後漸減の傾向を示 して
解を見ない.又 大野は犬前立腺分泌液中の酸ホ 中止後 も可成 りの期間抑制された値を示 し・10
スファターゼの灘定を行ない串状腺ホのおよぼ ～15fi頃羅復の傾向を呈 した.ム コ蛋嶽に姥し
す影響を見るも有意の差を認めていない.さ き ホ効果の持続が短い様に墨われた・
に著者の実験に於いて甲状腺ホを用い犬醜立腺5.性 腺刺戟ホ投与群では全般的に10目目よ





質が動員され滅少 していた壷清MPS値 が正常 の変化を見るも中止後わずかにホ効果の持続が
値に復帰するとGabrilovei7}iS)の報告を見る.延 長 されている様に思われた・
叉安斉等$}はラッ トを驚いた実験で,Mercazci7.ACTK投 与群では投与中増額の傾向を





azo1の投与を行なったがいずれ も対照値に比 し 示 した例も見たが・全般的に有意の変動を示さ
有意の差を認めず,Mercazo1投与群は軽度の なかった・
減少を示すが他種ホ投与時に比LMPSvaSSSす9・4一 α τA投 与#X於 て可成 りの増力蠣 向
る影響を認めなかった.を 示すもTpに 比してやや効果が弱い・然 しム
コ蛋白に比しやや大きい影響を見た.
結 語10 .甲 状腺ホ投与群,Mercazo1投与群に於
犬前立腺分泌液を用いMPSに 関する研究お いて対照に水 し軽度の減少傾向を見るも有意の
よぴ各種ホの影響について検討 した.差 を認めなかウた.甲 状腺末投与時は一定した
1。MPSの 測定はBoasの 方 法 に従 い 値を得られなかった・
Dowex50のイオソ交換樹脂を通 して行 な っ11.去 勢後男性ホ10mg投与,去 勢により
た,正常犬前立腺分泌液中MPSは133～197可 成 りの減少を来たし,ホ投与により増加の傾
γ/dlの値が得 られた.向 を見るも去勢叢鰐照値 より大きく増撫を示す
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